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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

⚫ 近年、ヒトの ES 細胞*1や iPS 細胞*2から立体的な脳組織（脳オルガノイド*3）を

作る研究が進展しています。ES 細胞や iPS 細胞の元となる細胞は市民から提供さ

れるもので、適切な手続きを踏んで細胞提供に同意していただく必要があります。

本研究では、ヒト脳オルガノイド研究への細胞提供にあたって適切な同意を取得

する手続きのあり方について検討し、提言を行いました。 

⚫ 現に体外で脳組織を作ることに不安を覚える方がおられるため、科学・医学を発展

させるためとはいえ、細胞を提供される方の意に反することのないよう、提供され

た細胞を脳オルガノイド研究に用いる際は慎重な対応が必要になります。本研究

では、脳オルガノイド研究を進める際、当該研究に自身の細胞が利用されると明示

的に説明された上で同意した方の細胞のみを用いるべきだと論じました。 

⚫ また、将来的にヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性が懸念されています。この

可能性に適切な対策が講じられない場合、細胞を提供した方が、倫理的に懸念され

る研究に意図せず関与してしまう恐れがあります。この事態を防ぐために、ヒト脳

オルガノイドが意識を持つ可能性や適切な対策を十分に検討し、細胞提供者にそ

うした可能性・対策について情報提供を行うなど、安心して細胞を提供できる環境

を整えることが求められます。 

 

【概要】 

広島大学大学院人間社会科学研究科 片岡雅知 研究員、澤井努 准教授(京都大学高

等研究院ヒト生物学高等研究拠点 連携研究者)、マードック・チルドレンズ研究所(オ

ーストラリア) クリストファー・ギンジェル研究員、シンガポール国立大学生命医学

倫理センター長 ジュリアン・サヴァレスキュ教授の研究グループは、ヒト脳オルガノ

イド研究を進める上で細胞提供者から適切に同意を取得する手続きのあり方について

検討し、提言を行いました。 

 

⚫ 本研究成果は、2024 年 2 月５日に学術誌「Science and Engineering Ethics」
でオンライン公開されました。 
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【背景】 

近年、ヒト脳オルガノイド（体外で作製される立体的なヒト脳組織）研究が急速に

進展しています。この研究は脳の発生過程の解明につながるほか、脳に関連する疾患

の原因の解明、創薬・治療法の開発にも貢献しています。また将来的には、再生医療

や、コンピュータとの統合による次世代の AI 開発などへの応用も期待されています。

ヒト脳オルガノイドは ES 細胞や iPS 細胞から作られますが、通常、これらの細胞の

元となる細胞は市民から提供されます。そのため、ヒト脳オルガノイド研究を進める

うえで、細胞提供者から適切に同意を取得することが重要となります。 

 

【研究成果の内容】 

 こうした状況の下、本研究では、ヒト脳オルガノイド研究を進めるうえで細胞提供

者から適切に同意を取得するための手続きのあり方について検討を行いました。 

ヒト脳オルガノイド研究が進展するにつれて、それが将来的に意識を持つのではな

いかという倫理的課題が提起されています。近い将来にこうした意識を持つ可能性は

低いと思われますが、わずかでもその可能性があることに不安を覚えたり、体外で脳

組織を作ることそれ自体に不安を覚えたりする方がおられます。こうした方々が科学・

医学の発展のために細胞を提供する際、自身の細胞が意に反して脳オルガノイド研究

に利用されることのないような枠組みが必要です。そうした細胞提供時の同意取得の

手続きについて、本研究では 3 つの提言を行いました。 

 

提言１：研究者は脳オルガノイド研究に細胞を利用することを明示した上で同意を 

取得する 

 

一部の医療・研究機関で採用されている「包括同意」という同意取得の方法におい

て細胞提供者は、自身の細胞が多様な科学・医学研究に利用されることに同意します。

しかし、この方法は個々の研究について詳しい説明を行わないため、細胞提供者の意

に反してヒト脳オルガノイド研究に自身の細胞が用いられる可能性があります。この

ことを防ぐため、提供された細胞をヒト脳オルガノイド研究に用いようとする場合に

は、研究者はそのことを細胞提供者に明示的に説明することが推奨されます。 

 

提言２：研究者はヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性とそれへの対策について 

細胞提供者に十分な情報提供を行う 

 

将来的には、ヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性が高まるかもしれません。ま

た、ごくわずかでもその可能性がある場合には細胞を提供したくないという方がおら

れます。こうした方の意思を尊重できるよう、研究者はヒト脳オルガノイドが意識を

持つ可能性と、またその可能性に対してどのような対策がなされるかを、十分に説明

することが推奨されます。 



 

提言３：研究者は倫理的監督の下、ヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性に対して 

適切な対策を講じる 

 

将来的に、仮にヒト脳オルガノイドが苦痛を感じるような場合、それに対して不必

要な苦痛を与える研究には、動物に対して不必要に苦痛を与える研究と同様の倫理的

な問題が生じます。こうした状況では、ヒト脳オルガノイド研究に細胞を提供した方

が倫理的課題を抱える研究に意図せず関与してしまう恐れがあります。こうした事態

を防ぎ、細胞提供者がヒト脳オルガノイド研究に安心して細胞を提供できるよう、研

究者はヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性に関して適切な対策を講じることが推

奨されます。 

 

【今後の展開】 

研究者の間では、近い将来にヒト脳オルガノイドが意識を持つ可能性は低いと考え

られています。しかし、現状でも体外で脳組織を作る研究に不安を覚える方はおられ

ます。こうした方々の細胞が自分の意に反してヒト脳オルガノイド研究に利用されな

いように、またヒト脳オルガノイド研究の推進を支持される方でも不安を抱くことな

く研究に協力できるように、適切な同意取得の手続きを整備していく必要があります。

本研究グループは、ヒト脳オルガノイドに関する社会調査や、当該研究の倫理的課題

の多角的検討を通じて、責任のある研究開発に向けた環境整備に貢献していきます。  

 

【参考資料】 

用語解説 

*1：ES 細胞 

精子と卵子の受精後５〜７日が経過した胚盤胞から内部細胞塊を取り出して人工的に

作られる多能性幹細胞。自己増殖能（無限に増殖する能力）と他分化能（体を構成す

る全ての細胞に分化できる能力）を持つ。 

 

*2：iPS 細胞 

皮膚や血液の細胞に複数の遺伝子を導入して人工的に作られる多能性幹細胞。  

 

*3：脳オルガノイド 

ES 細胞や iPS 細胞などを培養してつくられる立体的な脳組織。ES 細胞を利用する場

合にはその元となる受精卵の提供を、 iPS 細胞を利用する場合にはその元となる血液

や皮膚の細胞の提供を必要とする。 
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